
救急車受け入れ割合16指標

各指標の計算式と分母・分子の項目名 分母・分子の解釈

分　子 救急車受け入れ数

分　母 救急要請数

・救急車受け入れ割合は、救急隊からの搬送の要請に対して、どれだけの救急車の受け入れが出来たかを示す指標で、各病院の救急診療を評価する指標となります。地域医療への
貢献を示す指標にもなります。

  指標の意義

  指標の計算式、分母・分子の解釈 ・収集期間：１ヶ月毎

  考察

Process

【2012年　年間数値報告】
最小値27.27％　25％値65.09％　中央値79.97％　75％値88.83％　最大値98.53％
回答病院72病院
【考察・分析】
　2012年は中央値が、79.97％で、2011年の中央値81.45％より減少しました。
　2011年、2012年ともに報告のあった51病院で、救急車受入率が上昇しているのは23
病院、搬送数が上昇しているのは25病院でした。
　また、受け入れ率、搬送数ともに上昇しているのは10病院でした。
　2011年、2012年の1ヶ月の平均搬送台数別に分けて、受け入れ率の推移を見てみる
と以下のようになりました。（搬送数、要請数ともに報告のあった病院）。
1ヶ月平均搬送数 2012年病院数 2012年受け入れ率 2011年病院数 2011年受け入れ率
100台未満 40病院 72.48％ 23病院 75.45% 
100－200台未満 16病院 82.98％ 14病院 81.38%
200－300台未満 12病院 76.57％ 10病院 85.15%
300台以上  3病院 89.73％  4病院 77.43％
計 72病院 79.05％ 51病院 80.72％

　月200－300台未満の病院群で受け入れ率が減少、300台以上の病院群では受け入れ
率が大きく上昇しました。月300台以上搬送の病院が昨年より1病院減少した影響が考えら
れます。
　また、2012年は、民医連全体で、報告のあった72病院で94028台の救急搬送があり
ました。2011年は82702台（55病院）でした。
　救急車の受け入れについては、地域性、地域での病院の役割、救急部門の体制、時間帯、
病棟の体制等、さまざまの要因によって左右されます。受け入れ出来なかった理由を検証し、
病院全体で対策をしていく必要があります。

60



指標 16　救急車受け入れ割合　 Process
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